
[注記]
・形状寸法は，既往図書によるものでは
　なく，限りなく近接して形状を測定し
　作図したものである。したがって，事
　前に現地を再確認（実測）し，必要に
　応じて適宜修正を行うこと。
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※A3出力時は表記縮尺の1/2
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令和 7～8 年度施行
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図　名

位　置

縮　尺

図　号

路線名 県道津山智頭八東線

塗替え塗装工
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塗替え塗装工

支承本体
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(A1橋台)

(A2橋台)

(支承詳細図)

　（赤瀬橋）

※A3出力時は表記縮尺の1/2

補修計画図 (3/5)

全 7 葉中の内 5
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ガセット(2)
 　　2箇所

下部材( L2)
L 9×75×75

斜材(L3)
L 9×75×75

ガセット(3)
 　　4箇所

ガセット(1)
 　　4箇所

上部材(L1)
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対傾構(C1)

対傾構(C2)

対傾構(C3)

対傾構(C4)

対傾構(C5)

対傾構部
S=1:30

令和 7～8 年度施行

ガセット部

ガセット(1)

ガセット(2)

ガセット(3)

A=0.02m2

A=0.06m2

A=0.01m2

S=1:20
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(落橋防止装置)
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(落橋防止装置)
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2850
(落橋防止装置)

300
(落橋防止装置)

300 285018440

主桁(G1)

(下フランジ下面)

300 300

(落橋防止装置側面図)
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(落橋防止装置側面図)

主桁(G3)

(下フランジ下面)

300

300 300

防錆工φ35
4箇所

防錆工φ35
4箇所

防錆工φ35
6箇所
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防錆工φ35
4箇所

防 錆 工
S=1:20
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24740

上流

下流

G1
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G3

(平面位置図)
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紫外線硬化型FRP補修工(1)

支柱
□100×100

下段ビーム
□75×45

下段ビーム
□75×45
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5
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0
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(側面図) (ビーム断面図)

S=1:5

紫外線硬化型FRP補修工(2)
S=1:5

下段ビーム
□75×45

(ビーム断面図)
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鳥取県八頭県土整備事務所

八頭郡智頭町新見

図 示 単　位 MM

図　名

位　置

縮　尺

図　号

路線名 県道津山智頭八東線

鳥取県

八頭郡智頭町新見

県道津山智頭八東線

　（赤瀬橋）

※A3出力時は表記縮尺の1/2

全 7 葉中の内 6

補修計画図 (4/5)

：塗替え工塗装工

：紫外線硬化型FRP補修工

下流

上流
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470 470

24740 (支柱15箇所)

420
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1600 100 1600 100 1600 100 1600 100 1600 100 1600 100 1600 100 1600 100 1600 100 1600 100 1600 100 1600 100 1600 100 1600 100
420

470 470

24740 (支柱15箇所)

A1 A2

A1 A2

上流側高欄側面図/支柱平面図

下流側高欄側面図/支柱平面図

橋名板

橋名板

橋名板

橋名板

高欄端部材

高欄端部材

高欄端部材

高欄端部材

塗替え塗装工

1700@14=23800

1700@14=23800

紫外線硬化型FRP補修工(1) 紫外線硬化型FRP補修工(2)
S=1:50

S=1:50

高欄補修工

令和 7～8 年度施行
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鳥取県八頭県土整備事務所

八頭郡智頭町新見

NonScale 単　位 M・MM

図　名

位　置

縮　尺

図　号

路線名 県道津山智頭八東線

鳥取県

　（赤瀬橋）

※A3出力時は表記縮尺の1/2

補修計画図 (5/5)

全 7 葉中の内 7

令和 7～8 年度施行

水系塗膜剥離剤塗布
(STRIPPER同等品以上)

素地調整（2種ｹﾚﾝ相当）

表面処理　
タイタンコート防錆前処理材

下塗 1回目
タイタンコート防錆塗料

下塗 2回目
タイタンコート防錆塗料

中塗
タイタンコート中塗F

上塗
タイタンコート上塗F

足場設置

準備工

塗装系-塗膜厚の確認

塗膜剥離剤塗布

軟化の確認

塗膜除去

素地調整

防錆前処理材塗布

防錆塗料塗布

養生

足 場 撤 去

・シート防護工

・鋼材表面の水洗い
・シート材の設置、逸散防止フィルム、塩化ビニル製排水管や床版の養生
・施工予定時期の気温-湿度等調査

・膜厚調査(塗膜厚、塗装履歴、黒皮の有無を確認)
・はく離施工試験により材料使用量および必要軟化時間の把握
　(添接部-隅角部の試験も含む)

・気温10℃以上、湿度85％以下に実施(結露実施不可)
・エアレス塗装機によるスプレー塗付(塗付量500g/m2を基本)

・塗膜がはく離できる軟化状態にある事を確認

・塗膜軟化確認後、スクレーパーやヘラ等で塗膜除去
(電動スクレーパ等、他の工具と組み合わせることで、
　より効率的な剥離が可能)

・ブラスト面形成電動工具により、素地調整
　(2種ケレン相当)
　
孔食部及び減肉部は、パテ補修を行う。

膜
厚
が
5
0
0
μ
m
以
上
の
場
合

及
び
部
分
的
に
塗
膜
が
残
存
し
た
場
合

注記）
1.施工前には現地調査を行い、補修図と照合を行うこと。
2.狭隘部の塗膜除去、素地調整、塗装等の施工方法については、発注者と協議を行うこと。
3.素地調整は湿式工法（塗膜剥離剤塗布）とし、剥離剤で除去できない箇所は、吸塵式
　ディスク　サンダー等の電動工具と手工具を併用し、粉じん対策を考慮しながら塗膜
　除去を行う。
4.はく離剤工法適用前に既設塗膜厚（材料使用量-必要軟化時間）を確認するため、
　はく離試験を実施のこと。
　塗膜厚500μm以上の部位がある場合は、先行はく離を行うこと。
5.はく離剤工法適用可能な以下の気象条件を守り、施工予定時期の気温-湿度を事前に
　確認すること。(1時間毎の測定平均気温10℃以上35℃以下、湿度85％以下)
6.塗膜表面が結露している場合、はく離剤適用不可であるため工事着手前に除去対象
　塗膜表面を確認のこと。
7.はく離剤で除去できない黒皮およびジンクリッチペイントが現地確認された場合は
　施工協議実施のこと。
8.剥離剤塗布後の素地調整（2種ケレン相当）は全体的に行う。この時、ワイヤー
　ホイルカップは不可とし、ジクスペーパー、ダイヤモンドホイルカップを用いること。
9.塗装は刷毛およびローラーを用いる。

施工フロー
(参考)

塗替え塗装工/防錆工
錆転換型防食塗装工法

県道津山智頭八東線(赤瀬橋)橋梁塗装工事
(補助)(国補正)
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